第61回関東大学空手道選手権大会
大会要項
1. eq \o\ad(名称,　　　　)　第61回関東大学空手道選手権大会
2. eq \o\ad(主催,　　　　)　関東学生空手道連盟
3. eq \o\ad(協賛,　　　　)　公益財団法人 全日本空手道連盟
4. eq \o\ad(後援,　　　　)　公益財団法人 日本武道館、毎日新聞社
5. eq \o\ad(日時,　　　　)　平成30年10月8日（月・祝）午前9時開会
6.会　　場　日本武道館
7.競技種目　男子組手団体戦（1部校、2部校）、女子組手団体戦、男子形団体戦　女子形団体戦
8.出場資格　全日本学生空手道連盟加盟校空手道部員で同連盟に部員登録の完了している者。

且つ、(公財)全日本空手道連盟会員登録者で出場停止処分を受けていない者。
9.競技方法　①男女団体組手　トーナメント方式

男子１部組手は準々決勝までは２分フルタイム６ポイント差

準決勝より３分フルタイム８ポイント差

女子および男子２部組手は２分フルタイム６ポイント差

※男女ともに参加校の初戦以外の対戦においては、勝敗が決定した時点で試合終了とする。

（初戦とは棄権、不戦勝は含まず、男子３名、女子２名以上の対戦があった場合は初戦と

する。）
②男・女団体形　予選は採点方式で行い上位４校を選抜し決勝トーナメントを行う。

決勝トーナメントはフラッグ方式で行い、決勝戦は男女とも分解を行う。
10.競技規定　(公財)全日本空手道連盟競技規定及び全日本学生空手道連盟申し合わせ事項に基づく。

①空手衣(上・下・帯)に学連マークを縫い付けている事。

　　　　　　 ②学連指定の安全具(学連マーク付の赤青の拳サポーター・腹当て（女子は胴当て）、シン

ガードおよびインステップガード(赤青)、マウスピース(無色透明)・、男子はセーフティ

ーカップを着用する事。安全具の無い選手は棄権とする。

　　　　　　 ③空手衣の上衣の袖の長さは腕を下げた状態で最長で手首までとし、ズボンの長さは最長で踝（くるぶし）までとする。

　　　　　 　④空手衣の上衣の袖の空きは、袖先部分で袖と腕の間が８～１５ｃｍ、また下衣は裾部分で

下衣と足の間が８～１５ｃｍでなければならない。規定違反の場合は棄権とする。

　　　　　　 ⑤形競技決勝トーナメントにおいては赤･青の帯（学連マーク入り）を使用するものとし、

不携帯の場合は棄権とする。

予選においては第一もしくは第二指定形より演武し、決勝トーナメントでは予選で演武した指定形以外の指定形及び競技規定に記載されている得意形の中から演武する。同じ形を２度演武することはできない。予選で同点となり決定戦で演武する形は、予選で演武していない第一指定形もしくは第二指定形から選択し演武しなければならない。但し、決定戦で演武した形は決勝トーナメントで再度演武することができる。

⑥出場する全ての選手は赤帯・青帯を装着すること。赤帯・青帯は（公財）全空連公認のものに限定する。（他のものの装着は一切認めません。赤・青帯を装着しない場合はペナルティを科す。今年度に限り学連マークが付いていないもので構いません。）

⑦女子は空手衣の下に白無地のＴシャツを着用しなければならない。胸のワンポイントは不可。

11.出場人員　男子団体組手出場選手は１チーム5名（登録選手10名以内）
女子団体組手出場選手は１チーム3名（登録選手　6名以内）

男女団体形出場選手１チーム3名（登録選手　4名以内）

監督は原則として男女各１名とする。監督(学生は不可)が参加しないチームは大会に出場す

ることはできない。

12. ｾﾞｯｹﾝ使用　出場選手は空手衣に学空連指定のゼッケンの四辺（四隅ではない）を確実に縫いつける事。
　　　　　　　ゼッケンの無い選手、初戦の際にゼッケンを縫い付けていない選手は出場を認めません。

13.表彰　男子団体組手（１部・２部）女子団体組手それぞれ、優勝・準優勝、第三位（２校）並びに

優秀選手（男子１部８名、女子７名、男子２部３名）の表彰を行う。

　　　　　　 男女団体形それぞれ優勝、準優勝、第三位（２校）の表彰を行う。
14.出場費  ①大会出場費　男子組手　 30,000円
女子組手　 18,000円

男女形　　 12,000円)

②協　賛　金　男子出場校 10,000円

　　　　　　　女子出場校  6,000円

③保　険　料　男・女、組手および形 登録選手１名につき300円

（１名の選手が組手と形２種目に出場した場合は300円。登録選手名簿に明記の事。）

15.競技上の遵守事項

競技規定を熟読し、大会当日の申し合わせ事項について注意すること。
16.医療処置　大会当日は担当医師が応急処置および医療指導をするが、その後の処置は自己責任において行うこと。

（大会傷害保険：通院2千円/日、入院3千円/日、手術時は別途定められた金額）
· 大会当日は必ず健康保険証を持参してください。

17.その他の注意事項
①登録選手の変更はできません。

②部長印、監督印のないものは無効とし、受け付けません。

③部員登録、全空連会員登録（登録選手名簿に会員番号記入の事）されていない場合には、出場できません。（大会申込日までに関東学連へ申請済の場合を除く。）

④申込期日締切以降、及び提出書類に不備がある場合は受け付けません。

⑤健康診断書は、大会前々日に事務所に提出して下さい。（別途資料：『大会選手受付の日時変更について』）を参照。医師印のないものは無効とし、受け付けません。健康診断書を提出しない大学は出場できません。

平成３０年４月１日以降の診断書であれば、コピーでの提出を認めますが、選手の体調に

関しては責任者の充分な配慮をお願いします。
⑥各大学パンフレットに各大学選手の写真を掲載致しますので申込時に必ず男女、組手・形

それぞれの写真を提出ください。写真を提出しない大学は大会への出場を認めないことが

あります。

⑦監督の同行がない場合、大会出場は認められません。監督会議には必ず出席してください。

学生の監督は認めませんのでご注意ください。

監督を変更する場合には監督代行届（代行者は学生は不可）を大会本部に提出して下さい。

監督代行届は選手受付にて配布します。

監督が１名の大学で、男女のチームが同時に競技する場合、監督が欠席の対戦については

異議申し立てをすることはできません。また先行する試合終了後、他方の試合のそれぞれ

の対戦が終了した時点で監督として就くことができる。

⑧監督の服装については空手衣ではなくスーツ着用とします。ダーク系のスーツもしくはブレザーで、ネクタイを着用してください。ネクタイは学連ネクタイ以外のもの（審判との混同を避けるため）とし、靴は審判シューズに準じた黒の上履きとします。（別途資料：『会場アリーナ内の土足厳禁に伴う願い』）を参照。女性監督は上記に準ずるパンツスーツとします。

⑨選手・監督にはIDカードを選手受付にて配布しますので、アリーナ内では必ず着用して下

さい。選手のIDカードはメディカルカードを兼ねます。IDカードの無い者（登録された選

手・監督以外）は練習場所への入場は不可です。
⑩団体組手競技に出場するチームは、選手数が規定の過半数を超える場合に限り出場が認め

　　　　　　　られる。規定数に達しなくとも事前の申し出は不要。

⑪日本武道館ではアリーナ以外は裸足歩行禁止となっております。各大学で「履物」を用意

の上、注意事項を厳守して下さい。東西アリーナ入口付近に履物を置かず、各大学で管理

して下さい。また、指定場所以外は練習禁止です。

⑫館内は指定場所以外、禁煙です。厳守願います。

⑬館内の電気コンセントは全て使用禁止です。

⑭各大学のゴミは館内のゴミ箱に廃棄せず、全て持ち帰って下さい。
（日本武道館内で購入した物のみ廃棄できます。指定業者の弁当容器は返却して下さい。）

⑮関東地区からの全日本大学大会出場校数については、組手は男女とも希望する全ての加盟

校。形は男女とも本大会上位４校(記念大会につき若干数追加)の予定。

⑯大会終了後に全日本出場校決定戦、一部二部入替戦出場校決定戦、及び入替戦を行います。

⑰大会運営上、注意に従わない大学は、大会委員会へ諮り懲罰の対象とします。

18.申し込み方法　下記書類を申込場所に持参し、大会出場費については別紙参加申込明細書の振込口座へ振り込んで下さい。

1 出場申込書

2 出場申込明細書

3 出場選手名簿

4 大会出場団体写真（各種目ごとに撮影してください）。写真は規律あるものを提出のこと。

※申込明細・出場費振込用紙ともに、参加種目に○印をして下さい。

※出場費は指定の郵便振込以外は受付しません。

19.申込日時　平成30年9月7日（金）～21：00

　　　　　　　※時間厳守（遅れた場合は受け付けません）
20.申込場所　〒102－0091

東京都千代田区北の丸公園2－3　日本武道館

学生武道クラブ内　関東学生空手道連盟事務所
Ｅ－Ｍａｉｌ　  kantogakukuren@gmail.com
ＴＥＬ／ＦＡＸ　03－3216－2447

　　　　　　　※メール・郵送・FAXでのみ受付
21.抽選会　平成30年9月15日（土）　15：00開始

※定刻になり次第、関東学生空手道連盟大会委員長立会いの下、コンピュータ抽選を行います。

以上

